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私は、東京都内で銀行員として
キャリアをスタートした後、

一次産業に興味を持ち日本公庫に
転職いたしました。
　公庫で一次産業向けの融資業務
に携わるうちに、農林水産業は設
備投資負担が非常に大きく、投資
回収期間も長いこと、つまり産業構
造としてリスクが大きくなりがち
ということを強く実感しました。
　そこで経営者の隣で同じ方向を
向きながら、しかし経営者とは違う
視点で一緒に悩み、考える役割が
あれば、事業運営や農林水産業特
有のリスクをうまくコントロール
できるのではないかと考え独立開
業しました。現在は主に一次産業
の経営支援に携わっています。
　現場ではさまざまなアプローチ
で支援をしていますが、経営者だ

けでなく、従業員とも一緒に取り組
む観点で社内ミーティングを活用
して経営改善を進めることがよく
あります。
　ある畜産会社では、事故率（家畜
が死亡する率）の高さに悩んでお

ることが減り、品質やスピードの安
定化と人件費の抑制を両立するこ
とができました。
　このように、社内ミーティングを
すると経営者も従業員の潜在能力
に驚くことがよくあります。

り役員、正社員、パート、外国人技能
実習生も含む全社員を集めてミー
ティングをするようにしました。そ
のなかで主要な経費を予算化し、
畜舎内の環境整備の考え方、治療
の優先順位などを明確にしたこと
でコストを下げながら事故率を低
減することができました。

林業の会社では社内ミーティ
ングで部門ごとの課題を共

有することで、従業員の多能化を
進め、部門ごとの繁閑を社内で調
整できるようにしました。これによ
り作業に不慣れな臨時雇用者に頼

　さらに、農林水産業の仕事は他
の産業にない魅力がたくさんあり
ます。従って、そこで働く人々もそ
の仕事や地域を本当に好きな方が
多い、つまりモチベーションが高い
という印象を持っています。
　その一方で、地域に根差したオ
ンリーワンの企業が多く、他社や他
産業の事例を参考に改善を進める
のが難しい側面もあります。
　経営改善のヒントは必ず社内に
ありますから、経営者の皆さまとこ
れからもよい悩み方を追求してい
きたいと思います。�
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